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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、以下のとおりである。第一に、本研究はグローバルな比較研究の視座にた
ちつつ、研究対象地域の固有性や、日本の都市下層労働市場が有する特異性を明らかにした。第二に、寄せ場の労働市
場にいてこれまで見落とされてきた造船業および港湾運送業に焦点をあてることにより、釜ヶ崎が歴史的に有する「木
津川造船」や大阪港と関係性を明らかにした。第三に、これらの研究成果により、グローバルな空間編成過程とローカ
ルな場所の社会文化の変容との相互関係を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study achieved the following findings. Firstly, this study revealed the 
uniqueness of the study area and the specific nature of Japanese society's urban lower labor market from 
global perspective. Secondly, this study revealed the relationship between Kamagasaki and “Kidugawa 
shipbuilding” or Osaka port, which was overlooked in existing research. Thirdly, basing on such 
findings, this study revealed interaction between the global spatial restructuring and the change of 
local culture.

研究分野：人文地理学
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１．研究開始当初の背景 
（１）現代の地理学の世界的潮流においては、
資本のグローバルな空間編成のなかにロー
カルな場所がどのように組み込まれるのか
という問いのもと、グローバル／ローカルの
二項対立を超えた視点が必要不可欠とされ
ている。しかしながら、地理学においてもっ
とも重視される事例研究の局面では、このよ
うな視点にたつ研究は多いとはいえない。造
船業・港湾運送業を対象とした調査研究は、
それらの産業が国際交易というグローバル
規模の資本の循環にとって不可欠の部面で
あることから、この課題に取り組むうえで大
きな可能性を有するものと考えられる。 
 
（２）本研究には、これまで積み重ねてきた
大阪・釜ヶ崎を主たるフィールドとする研究
活動を発展させるという意味もある。造船
業・港湾運送業は 1970 年代まで寄せ場・釜
ヶ崎における主要な就労先であったが、既存
の研究においてそれらの産業は注目されて
こなかった。造船業・港湾運送業に着目する
ことで、木津川造船や大阪港といった場所と
釜ヶ崎が有する関係性を明らかにすること
ができるものと考えられる。また、これらの
産業に着目することで、これまで積み重ねて
きた釜ヶ崎を中心としたローカルな研究活
動を、グローバルな視野への分析へと架橋す
ることができるものと考えられる。 
 
２．研究の目的 
（１）戦後の大阪の造船業・港湾運送業を対
象として、その隆盛や縮小・撤退の過程を検
証する。造船業に関しては、かつて名村造船
所・日立造船所・佐野安造船所・大阪造船所
等の大小の造船所が立地した木津川流域を
調査研究対象とする。港湾運送業については、
築港や南港などの大阪港湾一帯を対象とす
る。 
 
（２）上記の２地域を対象として、造船業・
港湾運送業の盛衰は当該地域の社会文化に
及ぼした影響を明らかにするとともに、都市
下層労働市場に焦点をあて、寄せ場・釜ヶ崎
との関係性を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）本研究は国際社会史研究所（iish）が
主催するプロジェクト「グローバル・レイバ
ー・ヒストリー」の一環として進める。この
ような国際的な共同研究体制のもと、国内外
の研究成果との比較の視座を踏まえつつ進
める。このような方法を採ることにより、ロ
ーカルでありながらグローバルな視座を有
する研究となる。 
 
（２）本研究では経済地理学的な視点、社
会・文化地理学的な視点など、領域横断的な
視点のもとで研究を進める。そのことにより、
経済・政治・社会・文化といった下位領域の

境界を超えた研究を展開することが可能と
なる。 
 
４．研究成果 
（１）本研究では、「グローバル・レイバー・
ヒストリー」のワークショップにおいて研究
成果を逐次報告し、各国の研究者による研究
成果と本研究の知見とを比較検証した。その
結果、以下の知見を得た。第一に、不安定就
労を基盤とする造船業の労働市場の構造は
歴史的・世界的に共通の性格である。しかし
ながら、第二に、それがいかなる様態として
実現されるかという点には、場所によって相
当の差異がみられる。なかでも重層的下請け
や「社外工」、都市日雇労働市場から成るシ
ステムは、日本の労働市場特有の様態である
ことが明らかとなった。 
 以下、上記の知見に関連する図を提示し、
本研究の成果を具体的に示す。まず、現在の
造船所の立地の概要を示したものが、図１で
ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 造船所の立地の概要（2010 年） 
資料：『海運造船会社要覧』2010 年度版をも
とに筆者作成． 

 
 
日本の造船業は、第二次世界大戦後に急速に
成長し、造船業の世界市場を席巻するに至っ
た。そのような当産業の急激な成長は、技術
革新等の要因に加え、日本の造船業が「社外
工」等の労働力を活用し、労働力費用を低廉
化させたことにより実現されたものであっ
た。下記の図２は、戦後日本における「輸出
船（ Export Ships ）「国内船（ Domestic 
ships）」・国外船・「ナショナル・バルクキ
ャリア―ズ（Ｎ.Ｂ.Ｃ）社」別の新建造許
可実績の推移を示している。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 新建造許可実績の推移 

資料：日本造船工業会『日本造船工業会 30
年史』（1980年）より筆者作成． 

 
 
また、下記の図３は「直接雇用（Direct 
hiring）」「間接雇用（Indirect hiring）」、「本
工 （ Full-time laborers ）」「 臨 時 工
（ Temporary laborers ）」「 請 負 工
（Contract laborers）」「常雇（Regular 
laborers）」「日雇（Day laborers）」からな
る、労働市場の概要を示した概念図である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 造船業における労働力構成の概念図 
 
 
しかしながら、1970 年代半ばにおとずれた世
界的な造船不況のなかで、日本の造船業は設
備や労働力の過剰を抱える状態に陥った。な
かでも労働力削減の標的とされたのが、不安
定雇用のもとにある労働者であった。次の図
４は、「本工（Full-time laborers）」「社外
工（Subcontract laborers）」別の労働力構成
の推移である。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 1970 年以降の労働力構成の変化 
資料：運輸省海上技術安全局『造船統計要覧』
各年度版より筆者作成 

 
 
以上のようなグローバルかつ全国的な動向
が、本研究の対象地である大阪においても顕
著にみられた。すなわち、1970 年代以降の造
船不況期において、日雇労働者を含む多数の
請負工が、労働力削減のもと失業状態に陥っ
たのである。本研究では、これらの資料分析
によって造船業の盛衰と労働市場の動態を
具体的に示すとともに、グローバルな視座か
らその特異性を位置づけた。 
 
 
（２）本研究では、造船業・港湾運送業とい
った産業に着目することで、都市下層労働市
場である寄せ場・釜ヶ崎の実態を新たな視点
から明らかにすることができた。第一に、図
５にみられるように、1970 年代までの釜ヶ崎
の労働市場においては、「製造業」「港湾運送
業」が大きな比重を占めていた。このうち「製
造業」の大部分を造船業が占め、また「港湾
運送業」は大阪港における労働が占めている
ということが明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５ 釜ヶ崎における求人数の推移 
資料：西成労働福祉センター『西成地域日雇
労働者の就労と福祉のために』各年度
版より筆者作成 

 
また、港湾運送業・造船業における日雇労働
力の供給に際しては、飯場や手配師が労働力



仲介業者として介在していた。そのような労
働力仲介業者に着目することにより、本研究
は釜ヶ崎から大阪港一帯にかけて拡がる労
働の地理を明らかにした。1960 年代初頭の飯
場の立地を表わしたのが、下記の図２である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 1960 年代初頭の飯場の立地 
資料：「求人連絡員届」より筆者作成 
 
 
（３）上記の研究知見により、以下のことが
明らかになった。木津川地域一帯においては、
1970 年代半ば以降に各造船所が撤退するこ
とによって失業状態が生み出され、地域経済
は衰退させられた。また、大阪港一帯の地域
においては、同じく 1970 年代半ば以降のコ
ンテナ化を軸とした労働の機械化によって
「労働の景観」は失われ、その後ウォーター
フロント開発によって「消費の景観」へと塗
り替えられていった。これらの社会文化の変
容は、グローバルな資本の編成過程のなかで
生じたものであった。この知見は、資本のグ
ローバルな空間編成のなかにローカルな場
所がどのように組み込まれるのかという現
代地理学の課題を、事例研究の立場から明ら
かにするという点において、斯学の発展に大
きく寄与するものであるといえよう。 
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